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JICA沖縄は、草の根協力事業「官民協働による協同組合の設立・参加促進を通した地域住民が主体となった

未来づくり支援プロジェクト」を、生活協同組合コープおきなわ（以下コープおきなわ）と、2022年から実施

しています。このプロジェクトは、ラオス南部のアタプー県で協同組合を設立し、住民が自ら主体となって協

同組合運営を行い、生活の向上や安定を図ることを目指すものです。これまでの活動で、コープおきなわは現

地の住民と行政双方が協同組合の理念を理解できるよう、さまざまな研修や具体的な実践機会を提供してきま

した。これまでも養蜂組合、コーヒー組合のメンバーが沖縄県内で研修を行いましたが、今回は米組合のメン

バーと組合の運営を支援する立場である行政官が来日します。現地では手作業による田植えや稲刈りが主流で

すが、今回は稲刈りの時期を迎えた伊平屋島で、機械（コンバイン）による稲刈りを体験することで機械化に

よる時間の短縮や作業効率の上昇を実感してもらいます。また、この秋に新しく建て替わった島内のライスセ

ンターも見学します。 

その他、伊平屋村役場の若手行政職員たちとワークショップを行い、行政が組合と協力し、活動を支援する

ことでどう地域を盛り上げていくことが出来るのか、意見交換を行います。今回研修に参加するメンバーは、

来日前に地域の住民と行政が力を合わせ地元の魅力を活かした地域おこしの例を学びました。今回伊平屋島で

の滞在中には、島内の農家や漁業者のお宅に泊まり生活を体験する、民泊を行います。 

 ぜひ取材をご検討ください。    

     

                        記 

1. 申込方法： 11月 26日（水）までに JICA沖縄へお申込みください。（連絡先は下記） 

2. 取材可能な研修日程（予定） 

日 時 内容 

11月 28日（金） 

13:30 - 16:30 

JA おきなわ 伊平屋新ライスセンター・同たい肥センター・島内 JA 店舗視察  

夜：島内民泊 

ラオスの行政官、米組合メンバーが 

伊平屋島で農業効率化と地元の魅力を活かした 

地域おこしを体験します 
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11月 29日（土） 

9:00 – 12:00 

14:00 – 16:30 

機械による米収穫体験（島内米農家のほ場にて） 

伊 平 屋 村 役 場の 若 手 職員 ら と 意見 交 換 会（ 伊 平 屋 村 役場 ）         

夜：島内民泊 

※時間帯や内容の詳細に変更の可能性があります。事前に担当者ヘお問合せ下さい。 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA沖縄 市民参加協力課 吉野 

TEL 098-876-6000 

e-mail：oictpp@jica.go.jp 

 


